
大
正
２
年
８
月
22
日　

地
元
の
有
志
、
遠
藤
忠
次
右
衛

門
氏
ほ
か
９
人
が
発
起
人
と
な

り
軌
道
敷
設
特
許
並
び
に
一
般

運
輸
営
業
許
可
状
を
得
る

大
正
３
年
６
月
26
日　

　

十
和
田
軌
道
株
式
会
社
設
立

大
正
９
年
10
月
30
日　

　

十
和
田
鉄
道
株
式
会
社
と
改
称

大
正
11
年
９
月
４
日　

東
北
本
線
古
間
木(

現
三
沢
市)

か

ら
三
本
木(

現
十
和
田
市)

間
が
開

通
大
正
11
年
９
月
５
日　

開
業

大
正
15
年
９
月
７
日　

　

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
兼
営

昭
和
26
年
６
月
20
日　

　

鉄
道
軌
間
拡
張
電
化　

昭
和
43
年
５
月
16
日　
　

十
勝
沖
地
震
に
よ
り
全
線
路
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、
同

年
中
に
復
旧
し
営
業

昭
和
60
年
10
月
28
日　

十
鉄
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設

十
鉄
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
へ
十
和

田
市
駅
が
移
転

昭
和
61
年
10
月
31
日　

　

鉄
道
貨
物
営
業
廃
止

平
成
７
年
10
月
１
日　

　

電
車
ワ
ン
マ
ン
運
転
開
始

平
成
8
年
７
月
４
日　

ダ
イ
エ
ー
と
う
て
つ
三
沢
店
オ
ー
プ
ン

平
成
18
年
２
月
28
日　

　

と
う
て
つ
駅
ビ
ル
店
ダ
イ
エ
ー
撤
退

平
成
19
年
３
月
31
日　

　

十
鉄
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
閉
鎖

　

十
和
田
観
光
電
鉄
は
、
JR
東
北
本

線
三
沢
駅
か
ら
三
本
木
原
台
地
を
稲

生
川
（
三
本
木
原
用
水
）
に
沿
い
な

が
ら
十
和
田
市
ま
で
を
結
ぶ
、
全
長

14.７
㎞
の
電
気
鉄
道
で
す
。
十
和
田

市
、
三
沢
市
、
六
戸
町
の
２
市
１
町

に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

10
月
1
日
現
在
で
は
１
日
18
往
復
の

電
車
が
運
転
さ
れ
て
お
り
、
全
線
を

26
分
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　

「
九
カ
年
来
苦
心
ノ
経
営
全
ク
成

リ
テ
大
正
十
一
年
九
月
四
日
ヲ
以
ッ

テ
開
通
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
。
地
方
交
通

機
関
ノ
為
祝
福
ノ
至
リ
ナ
リ
。
事
業

ノ
勃
興
ト
共
ニ
前
途
益
々
見
ル
ベ
キ

モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
」
と
開
通
式
に
は
、

町
を
あ
げ
て
の
盛
大
な
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
た
と
、
当
時
の
営
業
報
告
書

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
身
と
な
る
十
和
田
軌
道
株
式
会

社
は
大
正
３
年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
26
年
に
社
名
を
十
和
田

観
光
電
鉄
株
式
会
社
と
改
称
し
、
国

立
公
園
十
和
田
湖
の
観
光
事
業
を
担

う
会
社
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

　

時
の
文
人
大
町
桂
月
の
「
住
ま
ば

日
の
本　

遊
ば
ば
十
和
田　

歩
き
ゃ

奥
入
瀬
三
里
半
」
や
当
時
、
青
森
県

知
事
で
あ
っ
た
武
田
千
代
三
郎
、
十

和
田
村
長
の
小
笠
原
耕
一
ら
の
努
力

に
よ
り
、
十
和
田
湖
の
美
し
さ
は
新

日
本
八
景
に
選
ば
れ
、
広
く
世
に
宣

伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
和
田
湖
が
全
国
屈
指
の
観
光
地

と
し
て
有
名
に
な
る
に
従
っ
て
、
各

地
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
る
と

と
も
に
、
県
立
高
校
が
沿
線
に
建

設
・
移
転
さ
れ
た
こ
と
で
、
電
車
の

利
用
客
が
165
万
人
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　　
し
か
し
、
昭
和
43
年
の
十
勝
沖
地

震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復

旧
や
過
剰
な
観
光
事
業
へ
の
投
資
、

労
働
争
議
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
昭

和
44
年
に
国
際
興
業
株
式
会
社
の
傘

下
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
後
、
昭
和
57
年
ま
で
経
営
が
順

調
に
推
移
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
自
家
用
車
や
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
普
及
、
社
会
構
造
の
変
化

の
影
響
を
受
け
、
乗
客
や
貨
物
輸
送

の
減
少
に
よ
り
、
当
会
社
は
厳
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
貨
物
輸
送
に
つ
い
て

は
、
昭
和
61
年
に
廃
止
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ン
マ
ン
運
行
や
ダ
イ
ヤ
の

削
減
、
労
働
条
件
の
改
廃
、
賃
金

カ
ッ
ト
な
ど
の
自
助
努
力
に
よ
る
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
安
全
運
行
に
か
か
る
設

備
投
資
な
ど
の
た
め
、
平
成
18
年
ま

で
に
多
額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

十
和
田
観
光
電
鉄
開
通
の
歩
み

三本木原を一直線に進む十和田鉄道の列車。開業を控えた試運転の１コマ。 1922年　所蔵：宮田憲誠


